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引率型夏山リーダ（仮称）とは 
文中、引率リーダと呼称 

パーティメンバーの登山技術や知識・経験が浅
く、危険の予知、回避能力が十分でない人々を
技術・心理的にサポートし、目的達成する登山
リーダー。      

 初心者指導、学校教師、各種講習会コーチな
ど責任ある立場で指導する人が該当する 

      

 UIAAなど世界の考える登山リーダーで、リー
ダーシップを発揮し、参加者の安全に対し責任
を負うリーダーを想定している。   
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集団行動下のナビゲーション 
ナビゲーション＝（読図＋ナビゲーション）の意味とし、ナビと省略表記 

 単独行動でナビ（ナビゲーション）を行うケースと、
集団を引率しながらナビを行うケースでは、
Human factorが加わり、本来のナビ能力が発揮
できなくなる場合が多い。 

 単独行では、道が分からなくなったとき、様々な
分岐道を確かめるため、関連する道を行きつ戻り
つしながらチェックし、正しい道を選定する。 

 しかし、集団を引率しながら、確認作業は非常に
難しく、意思決定を誤ると、全員が道に迷う可能
性もあり、大きなプレシャーを受ける。最悪、リー
ダーと集団が離れてしまう可能性もある。 4 



 筆者も、30名を超える集団を誘導したとき、あ
まり登山者の入らない谷筋まで来ると、豪雨災
害の影響で土砂が押しだされ、地形が変わり、
道が分からなくなってしまった。単独なら、巻き
道をしながら、谷筋道を確認することができる
が、集団ではリスクが高い。結果、谷筋でのナ
ビゲを中止し、大きく引き返すことにした。 

 幸い、小さな山域でロスタイムは1時間程度で
済んだが、この経験は、筆者の引率ミスとして、
反省材料となった。かつて通過した道として、 

1月以内の下見を怠ったからである。 
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 通常、引率すべきパーティを従え、下見もなく、
情報不足の山域でナビを行うことは、引率者の
持つ能力の半分も出せない場合が多い。もし、
パーティの1人が足をくじけば、もし、天候が悪
化すれば、ナビに割ける時間は大幅に減少す
る。 

 引率リーダは、模擬訓練を通して、集団ナビ
の難しさを、是非経験しておきたい。 

 引率中、具体的に、どのようなリスクを伴うの
か、実際に発生した事故６、引率中のヒヤリ
ハットの事例15中から、見いだすことができる 

6 引率中の道迷いインシデントは、国立登山研修所資料28例より 
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２０ケース 

8ケース 



引率／集団行動中の 

       道迷い事故事例 
ーー下見（事前現地調査）を怠ったーー 

Accident1＞  高校の先生と生徒が、予定下山
時間になっても帰れず、ビバークしたこと。 

先生は以前登った経験から計画したが、台風に
より山が荒れ、登山道が寸断されていた 

 

Incident1 ＞ 地形図に記載していた道がなく、現
状と異なっていた。道迷い。 

I-2 ＞ 地図の登山道でない道で、踏み跡、赤布
を頼りに登り、下山中、道迷い 
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ーーナビ能力の精度低下ーー 

A-2 ＞ 大人数を引き連れたリーダが ヤブ山
を歩いていたとき、曖昧な場所にさしかかった
が、確認もならず、そのまま前進して、迷った 

 

I-3 ＞ 高校総体にむけた下見中、やや平坦
な残雪を全員そろって山行中、ルートを間違え、
谷筋に下りてしまった。 

I-4 ＞ 下山を急いだ先頭集団20人が道を間
違え、別の場所に下りてしまった。 
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－－ human error －－ 

A-3 ＞ パーティの前後にリーダーがいて、下
山中、真ん中の人が消えた 

I-5 ＞ 登山大会で、隊の最後尾を5名で登山
中、話に夢中になり、分岐で右折するところを
直進してしまった 

－－ 粗雑な行為 －－ 

A-4 ＞  小学生集団が山行中、峠付近列か
ら後方4人が離れ、2人は再合流できたが、2人
は離れてしまいビバークして自力下山。 

I-6 ＞ 本隊が先行、後から生徒1人と、地図
を見ずに追いかけ、道迷い。先生は初心者  
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－－ 天候悪化 ガス －－ 

I-7 ＞ 濃霧の中、リングワンデリングに陥った 

I-8 ＞ 尾根から離れていくルートを取ったが、
ガスで見失い、尾根道を取ってしまった 

I-9 ＞ 濃霧の日、小屋から30m離れたトイレ
に2人で行った。用をたしたが、その後、帰る方
向が分からず、夜中中彷徨っていた。次の朝、
1人がいない事に気付き、捜索、這松の下で潜
んでいるのを発見、救助した。軽い低体温症。 

I-10 ＞ スキー登山を下山中、ホワイトアウト。
下山ルートを失う。 
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－－ リーダーとパーティの分離、能力差－－ 

I-11 ＞ 近隣の山にトレーニング山行。生徒と
顧問は別ルートで山頂に向かった。合流点に生
徒が来ず、道迷い。降雪の危険もあり、迷いそ
うな場所を探した結果、発見した 

I-12 ＞8月中旬沢登りに連れて行った。ペース
の上がらない生徒がいたため、早い生徒2名を
先行させ、沢の分岐点で合流する予定だった
が、いなかった。その後、２つの沢の上流まで
探しに行き、発見した。分岐を見失ったとのこと。 

パーティを二分させるリスク、生徒だけの行動
のリスクを反省している。 
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A-６ ＜ 道迷ったパーティリーダーが、登山道確
認のため、メンバーを待たせ、一人捜索に離れた
が、さらに迷い、そのまま会うことはなかった 

 

I-13 ＞ 9月の午後、下山中、激しい雨に見舞わ
れグループが2つに分か れてしまった。 

I-14 ＞下山時に、最後尾を歩いていた生徒がほ
どけた靴紐を結ぶため 立ち止まり、追いつくため
にあわてて別の道を進んでしまい、遭 難した。い
なくなったことに気づいたのは下山してからであっ
た。 
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後日、警察が救助 



－－緊急時対応、チーム管理、能力差－－ 

I-15 ＞ 下山で1人が遅れがちとなり、顧問が
その前後についたので、先 頭は生徒となった。
あまりの遅さに、体力のある2人の生徒が先 行
し、後続との間隔がだんだん広くなった。〇〇
山を過ぎた辺り から、後ろから先頭の2人が見
えなくなった。 〇〇を過ぎても合流できず、所
在が一時不明となった。 
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引率型道迷い事故の要因 

 大半の引率型道迷いは、下見（事前現地調
査）をせずに、あるいは不十分な下見で山行を
実施し、発生していた。 

 加えて、 天候の悪化、Human Error(HE)、メ
ンバーの粗雑な行為や疲労・病気、能力差、登
山道の変化・消失、予定遅れ、管理不足、ずさ
んな指導などの要因が重なり、パーティの全体
が道迷いする、あるいはパーティが分離し、一
部の道迷いが発生していった。 
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ナビ失敗 

道迷い事故発生 無事 



引率登山を始める前に 

準備・対応すべきこと 
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準備8割、山行2割 



引率リーダーの基本的な考え方
は、 

全行程を通じ、登山技術の習得支
援およびパーティ山行のリスクを

最小にすること 
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山行前のリーダーの役割 

１．メンバー表作成＜メンバーの体力、スキル＞   

２．UIAA（リスクを最小化しながらルートを選ぶ、登山グレード）と   

  日本（山のグレイド表）により、ルートの決定 

３． 予定コースの下見 

４．山行計画書の作成と警察への登山届け提出 

   注；教育機関では関係機関へ山行計画の認可と保護者承諾 

５．連絡手段の確保 十分なバッテリー 

６．装備・食料の準備＜危険箇所、ビバーク、天候悪化 

７．予定コース上、環境保全のチェック 
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説明 A 

説明 B 



A. メンバー能力に見あったルートの決定 

 メンバー能力に見あったルートの決定は難しい。
リスクを最小にするには、ルート、自然条件、パー
ティの状態などを総合的に検討する必要がある。   

 引率登山を計画する際、UIAAのルート選択表は
利用しやすく、どのような登山道でも適用できる。 

  

  また、登山難易度を6段階（T1-T6）の分けたス
イス山岳会のルートグレイドは簡単な指標となって
いる。UIAAのルート選択表や、日本の山のグレイ
ディングと重ねて利用すると、より有効となる。 
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UIAAが推奨するスイス山学会（SAC)の登山ルートグレード表、
登山ルートを6段階に分け、難易度を示す。ヨーロッパでは実用
的システムとして、広くも用いられている。簡単で分かりやすいの

で、登山難易度を知る上で利用しやすい。 


